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学校の安全を

教えあうプロジェクト

えービーシー

がっこう

おし

世界を変革する力を獲得するための
児童参加型傷害予防教育の実践

大野美喜子1,2，西田佳史3,2 ，北村光司1,2 ，山中龍宏4,2

1産業技術総合研究所，2Safe Kids Japan, 3東京工業大学，4緑園こどもクリニック
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https://publichealth.gsu.edu/pr
ofile/collins-airhihenbuwa/

“learning to question” is a more powerful and richer pedagogical process than 
“seeking the answer.”Collins O. Airhihenbuwa

https://en.wikipedia.org/wi
ki/Paulo_Freire

安全教育で目指している姿
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小学校を対象とした安全授業の内容

■ 対象：5年生
－保健・体育の授業として実施

安全学習カリキュラムの構成
• 座学

• 予防って何だろう？ABC理論
• 傷害予防の３E

• 校内の安全，遊具の安全，自転車
• ワークショップ（フォトボイス）

• 学校の危険・安全の写真を撮る
• キッズデザインを考える
• 写真の発表会

■ 目的

子ども自身が、身の回りの安全・危険を、友達、先生、地域の人と
共有しながら学校の課題や強みに気付き、課題解決の方法や、良
いところはさらに伸ばす方法を考え、実行する力を身につけること
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座学：①ABC理論を教える

変えられるもの
C

変えられないもの
B

変えたいもの
A

• 子どもの年れい・性別
• お母さんがみまもる力
• 天気
• 時間

• 子どものケガ

• 床の硬さ
• 遊具のルール

どうしたら予防できるかを考えることが大事
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座学：②傷害予防の３Eを教える
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授
業
の
様
子
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ワークショップ：学校内の危険を探そう！

https://en.wikipedia.org/wi
ki/Paulo_Freire

フォトボイス（Photo+Voice）

• 参加型アクションリサーチの1つ

• 写真とその写真に対するメッセージを通して、コミュニティ（学
校）の危険や安全について考え、課題を社会に発信する方法

• 写真を撮る人（子ども）の目線（レンズ）で映る社会（学校や地
域）をもとに，解決方法を探るきっかけをつくる
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フォトR-map（ケガの起こりやすさ×ケガの重症度）
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キッズデザインを考えよう！

• キッズデザインの考え方を教え、自分たちでもアイディアを考え発表した。
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キッズデザインを考えよう！
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キッズデザインを考えよう！



A
rt

ifi
ci

al
 In

te
lli

ge
nc

e 
R

es
ea

rc
h 

C
en

te
r, 

A
IS

T
キッズデザインを考えよう！
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キッズデザインを考えよう！
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授業後の展開（他の学年との共有）

学校内の安全と危険、
自分たちができること

を提案。
下級生とも共有。
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環境改善につながった事例
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ルール作り 環境改善 教育
• 階段の周りで遊ばない
• （階段を）1段飛ばしや2

段飛ばしをしない

• （サッカー）ゴールを支え
る重しのところでピョン
ピョンしない

• （サッカーゴール近くで）
おにごっこをしない

• （サッカーゴールを支え
る重しから出ている）ひ
もを危なくない所にしま
う

• 使わない時は、テレビの
コードを外しておくとよい

• 雲ていの上に登ろうとし
ている人を見つけたら注
意しあう

• 呼びかけ。ポスターを作
り、全校生徒が通るとこ
ろに貼る

• ゆっくり周りをみて歩い
たり、トイレでおにごっこ
はしないなど、しっかり
意識して行動するとよい

Enforcement

Environmental Modification

Education

→ルールを変えよう

→危ないところを直そう

→教え合おう

安全学習カリキュラムの効果評価
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ケガを防ぐ方法を知りたいと思う気持ち
授業前：１＝必要ない，10＝進んで学んでみたい
授業後：1＝必要ない，10＝さらに学びを深めていきたい

0

1
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3

4

5

6

7

8

9

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

人
数

授業前 授業後

【平均値】
授業前：6.24
授業後：7.56

Paired-sample t test
t = -3.533, df = 33, p=.001 

安全学習カリキュラムの効果評価
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生徒が撮ってきた写真をもとに危険地図の作成



A
rt

ifi
ci

al
 In

te
lli

ge
nc

e 
R

es
ea

rc
h 

C
en

te
r, 

A
IS

T
「変えられないもの」を変える化する

フレームワーク

１．現場と協力関係を築く
（初期の変えられる化体験）

A

C

A

C

現場の日常的で持続的な
システム理解

現場の課題理解

変えられる化に役立つ
外部リソース

（変数Ｂの候補）

課題の変えられる化現場の持続システム
の拡張による持続化

C追加

３．変える能力の持続化

システム拡張に役立つ
外部リソース

２．変える能力の
システム化

システム要素
の追加

②クルージ・
アプローチ

①コンテンツ駆動型
アプローチ③テクノロジー活用

アプローチ

B
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1. 現場と変えられる化体験を共有する

A

B

A

B

A

C
Add Cs

Co-designing
ABC

外部・内部リソースを
活用してCをみつける

• 変数Cをできるだけ多くみつけ、精密なABCモデルを構築する

My C

My C My C

My C

B

多職種連携の価値
異なるCを集める！
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コンテンツ駆動型アプローチ
変えられる化体験のための

＜全学年共通＞

＜小学生向け＞

＜中学生向け＞

• 傷害予防の３Eを学ぼう

• 校内の危険を学ぼう
• 校庭（遊具）の危険を学ぼう
• 自転車の安全を学ぼう

• スポーツの安全を学ぼう

まずは、学校のニーズに応えて
一緒に変えられる化体験できる

チャンスをつくる！
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A

B

A

CB

2. 変える能力をシステム化する

すでに動いている
システムの理解

既存のシステム要素を
新システムに統合
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①学校の授業への埋め込み

変えられる能力システム化のための

クルージ・アプローチ

②International Safe Schoolとの連携

[Kludge] a software or hardware configuration that, while inelegant, inefficient, clumsy, or 
patched together, succeeds in solving a specific problem or performing a particular task.

そこにあるものの活用

5年生・保健体育：（単元名）けがの防止

・27地域
・35施設（保育所・幼稚園、小、中）

－学校との連携実績－
（小学校）
• 神奈川県厚木市立清水小学校
• 東京都豊島区立富士見台小学校
• 東京都台東区立金竜小学校
• 埼玉県秩父市立花の木小学校・南小学校
• 香川県善通寺市立筆岡小学校・吉原小学校
• 長崎県大村市立西大村小学校

（中学校）
• 東京都小金井市立南中学校
• 埼玉県秩父市立第二中学校
• 慶應義塾普通部
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3. 変える能力を持続化させる

A

B

A

CB

Co-designing
of system

システム拡張のために
必要な要素を追加する

持続可能なシステム
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T • 学校向け傷害サーベイランスソフト

• ピアエデュケーションシステム

• 3年で704件の傷害
データを収集

• 分析結果は、授業に
反映

タブレットの活用も
テクノロジー活用アプローチ!

テクノロジー活用アプローチ

変えられる能力持続化のための

～現在、作成中～
①事故情報の検索
②予防策の検索
③コミュニケーション機能
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「変えられないもの」を変える化する

フレームワーク

１．現場と協力関係を築く
（初期の変えられる化体験）

A

C

A

C

現場の日常的で持続的な
システム理解

現場の課題理解

変えられる化に役立つ
外部リソース

（変数Cの候補）

課題の変えられる化現場の持続システム
の拡張による持続化

C追加

３．変える能力の持続化

システム拡張に役立つ
外部リソース

２．変える能力の
システム化

システム要素
の追加

②クルージ・
アプローチ

①コンテンツ駆動型
アプローチ③テクノロジー活用

アプローチ

B
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まとめ

• 子どもってすごい！

• 傷害予防を子どもの生きる力となる活動を展開できる
仕組みづくり

• 「変えられないもの」を変えられる化するフレームワークで、
安全教育を学校教育に根付かせることが必要

• 違う「C:変えられるもの」を持った人が集まる多職種連携の展開
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